
～クリーンセンターは、皆さんの日常生活に欠くことのできない施設です～

　新たなクリーンセンターの建設は、木津川市にとって、一日も
早く解決しなければならない、たいへん重要かつ緊急の懸案事
項です。今月号では、敷地造成工事の概要と進捗状況について、
お伝えします。

　市内で出された「燃やさないごみ」「粗大ごみ」などの処理を委託している事務所を訪問し、処理の実情などをお聞
きしました。

ごみが持ち込まれた現場では？
　手作業で分別した後、リサイクルできるものは機械作業（圧縮・選別・加工など）となり、汚れている物などは、最
後まで手作業となります。

　平成27年4月1日から、環境への負荷を抑えるために「電気式」生ごみ処理容器の補助を廃止し、「バイオ式」生
ごみ処理容器を推奨します。

　手つかずの缶詰や、食べ物の汚れがついたままのビニール・プラスチッ
ク容器包装が意外と多く出されています。
　汚れが残ったままだと、他のものにも汚れがついてしまい、リサイクルで
きなくなってしまいます。リサイクルできなくなったビニール・プラスチッ
ク容器包装は、燃やすごみとして処分されます。
　これでは、せっかくの資源も燃やすごみになってしまい、もったいないですね。

　適切な分別や、食べ物の汚れを落とすなど、「今まで以
上」のお心遣いで、経費の節約やリサイクルが進みます。

　これからも、ごみの減量化を進めるために、さまざまな情報を発信していきます。皆さんのご協力をよろしくお願いします。

現場で作業されている方の声

  汚れが多い

ひと手間加え、今まで以上の心遣い
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　クリーンセンター整備にあたり、地元の皆さんをはじめ市民の皆さん、一人ひとりのご理解とご協力をよろし
くお願いします。

機械で圧縮された空き缶
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鹿背山川向地内です。敷地面積約5ヘクタールのうち、
約3.5ヘクタールを造成します。
平成27年3月末の完成をめざして進めています。
戸田・村井・清水特定建設工事共同企業体
http://kizugawacc.sakura.ne.jp/
※工事の詳しい状況を掲載しています。

クリーンセンター
敷地造成工事の現場

市役所

【敷地造成工事の進捗状況】
　敷地造成工事は、重機での切土・盛土の作業を進めていて、現場の状況が大きく変化してきました。
　なお、残った土は、場外へ処分するほか、他の公共事業に活用しています。
　擁壁工事は、車両進入路沿いにクリーンセンターが建設される平坦地までの工事を進めています。
　今後、切土・盛土および擁壁工事とあわせて、敷地に降った雨水を排水するための排水管の整備を進めます。
　引続き、資材の搬入や土砂運搬のため、ダンプ等の通行が多くなり、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力
をよろしくお願いします。

ようへき

もったいない
～ほんの少しの心遣いで変わります～

燃やさないごみに混ざっていた乾電池 ビニール・プラスチック容器包装も手作業で確認

中身がはいったまま捨てられた缶詰

資源有効利用設備設置費補助金の見直しについて（お知らせ）

　最近、生ごみや紙オムツがよく混ざっています。
蛍光灯や乾電池にガムテープが巻かれていて、手作業ではがすのが大変です。
　分別や、汚れを落とす等、皆さんの今まで以上のお心遣いがあればなぁ…。

○資源有効利用設備（対象容器）
◆雨水貯留施設
　【継続】雨水タンク

◆家庭用生ごみ処理機
　【廃止】電気式　
　【継続】バイオ式
　　      （EMぼかし用容器、コンポスト等）
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クリーンセンター敷地造成工事　位置図

木津川対岸にある国道163号からの現場状況 車両進入路側の整備状況

擁壁工事の状況造成工事の整備状況

202015.1 広報


